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研究背景・目的

Unityで津波モデルと都市モデルの統合を行った後，VR レンダリングやインタラク
ション機能を実装したことで，任意視点で津波の遡上を確認することやインタラク
ション機能を利用した津波避難体験（左図）が可能となる。また，全天球動画（右図）
を作成・適用することで，コンピューター環境に依存しない，手軽くも臨場感のある
VR津波体験が可能となる．

統合及びVR可視化

1) 植野雄貴ら：防災教育のためのVR技術を用いた津波の疑似体験システムの構築に関する研究，土木情報学シンポジウム講演集，2019．
2) 利根川大介ら：安定化有限要素法による非線形分散波理論に基づいた津波遡上解析手法の構築研究，応用力学論文集，2009．
3) 須藤瑞輝ら：高精度かつ簡便な都市モデルの作成手法の構築に関する研究，第48 回土木学会関東支部技術研究発表講演概要集，2019 ．

システム概要

対象地域の住民の防災意識の向上を促進するための津波体験システムとし
て、物理モデルに基づく津波シミュレーションを実施した上で、実際の都市・地
域を充実に再現しました。そして, それらを統合し、VR技術を用いて立体表示
することで、津波災害を疑似体験可能なシステムの構築を行った．

今後の課題

任意形状への適合性に優れる三
角形要素を用いた有限要素法によ
る津波解析手法2)を用いる．

津波モデル
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都市・地域モデル

モデリング領域を分けて，それぞれに対
して適切な手法3)を用いて作成を行った．

解析結果から各時間ステップの波高
情報の抽出や正規化を行い，それを
用いて津波モデルの作成を行った．

本システムを防災教育に適用
することによりシステムの有効
性対する検証・評価を行う予定
である．

近年，バーチャルリアリティ（VR）技術が各種の防災教育・訓練等に活用されており，著者の研究室においてもVR津波疑似体験システム1)

の構築を行い，ハザードマップにはない臨場感を体験できる防災教育コンテンツとしての有用性を確かめる他，操作性及びCGモデル品質
等の向上が防災意識の向上に寄与する可能性があることを認識した．
本研究では，従来の津波疑似体験システム1)の臨場感のさらなる向上を目的として，各CGモデルの品質改善を行うとともに，インタラク
ション機能を実装し，解析結果に基づいた津波遡上の様子体験可能なのVR津波体験システムの作成を行った．

結論

本研究では，防災意識の向上
に資するVR 技術に基づく津波
避難体験システムの構築を行っ
た．本システムの利用により，防
災意識の向上が期待できる．


